
2012	 年度事業計画書	 

自	 2012	 年4	 月	 	 1	 日	 

至	 2013	 年3	 月	 31	 日	 

	 

Ⅰ．視機能障害防止、眼保健衛生の普及・向上事業の協力に関すること	 

１．健診への協力に関すること	 

(1)	 乳幼児健康診査（乳児・三歳児）	 

(2)	 学校健康診査	 

(3)	 生活習慣病健康診査	 

(4)	 目の愛護デー等への参加協力	 

（5）健診業務等の技術指導	 

(6)	 視覚発達に関する母子健康手帳添付文書の配信	 

(7)	 成人向け眼保健衛生の普及に向けての検討	 

２．広報活動に関すること	 

(1)	 社会への眼保健衛生の推進と啓発	 

(2)	 東京都看護協会主催「看護フェスタ」への参加	 

2012	 年	 5	 月	 13日(日)：新宿西口イベント広場	 

(3)	 インターネットホームページ拡充（ホームページの英文化を含む）	 

(4)	 「視能訓練士」の職務・名称の啓発	 

(5)	 	 ポスターの新規作成、リーフレット、ポスターの無料配付	 

（6）	 視能訓練学生及び高校生を対象とした協会活動の説明会実施	 

	 

Ⅱ．視能矯正の普及・調査研究に関すること	 

１．視能矯正・訓練普及の実態調査	 

２．視能の病態および視能矯正の実態調査	 

３．2015年に実施する視能訓練士実態調査に向けた準備の開始	 

	 

Ⅲ．学会、講演会、研修会等学術集会に関すること	 

１．日本視能矯正学会	 

第	 53	 回学会開催	 	 

2012	 年	 11月	 10日(土）・	 11日（日）：パシィフィコ横浜国立大ホール（横浜）	 

	 	 	 	 	 テーマ：「前進―かわりゆくもの、かわらないもの」	 	 	 	 	 	 

学	 会	 長：保沢	 こずえ	 	 	 （自治医科大学）	 

第	 54	 回（2013年）学会開催準備	 

2013	 年	 11月	 10日(土)・	 11日（日）：福岡	 	 	 	 	 

学	 会	 長：山田	 敏夫	 	 （大島眼科医院）	 



第55回(2014年)学会開催準備	 

2014年	 11月	 29日（土）：京都	 

学会長：河賀	 友紀（神戸大学）	 

２．講演会	 

第	 28	 回開催	 2012	 年	 6	 月	 3	 日（日）：よみうり文化センター千里中央（大阪）	 

講演内容：「視細胞の見える補償光学	 眼底カメラで何が分かるか」	 

演者：不二門	 尚（大阪大学）	 

第	 29	 回開催準備	 2013年	 6	 月	 2	 日	 (日)：東京	 	 

３．研修会	 

第	 11	 回研修会開催	 2012	 年	 6	 月	 3	 日（日）：	 大阪	 第	 28	 回講演会と併催	 

研修内容：小児の眼鏡	 

第	 12	 回研修会開催準備	 2013	 年	 6	 月	 2	 日（日）：東京	 第	 29	 回講演会と併催	 

４．第	 4	 回学術奨励賞	 （第53回日本視能矯正学会で授与）	 

５．光学と眼鏡に関する研修会の検討	 

	 	 	 	 	 2012	 年	 8	 月	 25	 日（土）・	 26	 日（日）眼光学チュートリアルセミナー後援	 

	 

Ⅳ．視能矯正の学術技能の刊行物に関すること	 

１．日本視能訓練士協会誌（学術論文集）の雑誌発刊と電子ジャーナル公開	 

Vol.41	 

２．協会ニュースの発行（年	 2	 回）	 

Vol.119・Vol.120	 

	 

Ⅴ．視能訓練士の教育機関に協力し教育の向上に資すること	 

１．視能訓練士専任教員認定制度の見直しと改定	 

２．2012	 年度実習施設指導者等養成講習会開催	 

2012	 年	 7	 月	 14日(土)･	 15日(日)･	 16日(月・祝)：	 機械振興会館（東京）	 

	 

Ⅵ．視能訓練士の生涯教育に関すること	 

１．生涯教育制度の実施	 

（1）新人教育プログラム	 

１)	 講義日程	 

2012	 年	 7月	 15日(日)･	 16日(月・祝)	 機械振興会館（東京）	 

2012	 年	 9月	 16日(日)･	 17日(月・祝)	 神戸大学（兵庫）	 

２）技術日程	 ブロック単位開催	 

北海道ブロック	 

9	 月	 	 2	 日（日）両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 吉田学園医療歯科専門学校	 



9	 月	 30	 日（日）視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 吉田学園医療歯科専門学校	 

10	 月	 21	 日（日）視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 吉田学園医療歯科専門学校	 

東北ブロック	 

9	 月	 30	 日（日）	 視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東北文化学園大学	 

11	 月	 3	 日（土・祝）	 視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東北文化学園大学	 

11	 月	 4	 日（日）両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 東北文化学園大学	 

関東甲信越ブロック	 

7	 月	 29	 日（日）	 視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 帝京大学医療技術部	 

9	 月	 23	 日（日）	 視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 帝京大学医療技術部	 

1	 月	 27	 日（日）	 両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 帝京大学医療技術部	 

東京ブロック	 

7	 月	 29	 日（日）	 両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 帝京大学医療技術部	 

9	 月	 23	 日（日）	 視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 帝京大学医療技術部	 

1	 月	 27	 日（日）	 視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 帝京大学医療技術部	 

東海・北陸ブロック	 

7	 月	 8	 日（日）	 	 両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 愛知淑徳大学	 

9	 月	 22	 日（土･祝）視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 愛知淑徳大学	 

9	 月	 23	 日（日）	 	 視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 愛知淑徳大学	 

近畿ブロック	 

6	 月	 10	 日（日）視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 京都医健専門学校	 

7	 月	 	 1	 日（日）視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大阪医療福祉専門学校	 

9	 月	 30	 日（日）両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 	 大阪医療福祉専門学校	 

中四国ブロック	 

6	 月	 10	 日（日）	 視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 川崎医療福祉大学	 

11	 月	 18	 日（日）視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 川崎医療福祉大学	 

3	 月	 10	 日（日）両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 	 川崎医療福祉大学	 

九州ブロック	 

10	 月	 7	 日（日）	 視野検査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大分視能訓練士専門学校	 

10	 月	 8	 日（月・祝）	 視力・屈折検査	 	 	 	 	 	 	 大分視能訓練士専門学校	 

11	 月	 4	 日（月）	 両眼視･眼位・眼球運動検査	 	 	 	 	 熊本開催	 

（2）基礎教育プログラム、専門教育プログラムの準備	 

１）基礎教育プログラムⅠ	 開催	 

2012	 年	 ７	 月	 14	 日(土)･	 15	 日(日)･	 16	 日(月・祝)	 	 機械振興会館（東京）	 

	 	 2012	 年	 9	 	 月	 15	 日(土)･	 16	 日(日)･	 17	 日(月・祝)	 	 神戸大学（兵庫）	 	 

２）基礎教育プログラムⅢ	 開催	 

2012	 年	 8	 	 月	 ４	 日(土)･	 	 5	 日(日)	 	 関西開催	 	 



	 	 2012	 年	 10	 月	 13	 日(土)･	 14	 日(日)	 	 	 関東開催	 	 

３）第3回生涯教育セミナー開催	 

４）「認定視能訓練士」の授与	 

	 	 	 	 基礎教育プログラムを修了し所定の条件を満たす者	 

５）専門教育プログラム実施準備	 

２．眼科スタッフビデオシリーズの貸し出し	 

３．施設見学研修	 

2012	 年	 9	 月～2013	 年	 3	 月実施予定	 

４．チーム医療の推進	 

第	 66	 回日本臨床眼科学会	 

2012	 年	 10	 月	 25	 日(木)～	 28	 日(日)	 

会場：国立京都国際会館（京都）	 

視能訓練士プログラム	 

テーマ：日常の検査数値の取り扱いと発表のための統計処理～オープンスクール 
第	 67	 回日本臨床眼科学会視能訓練士プログラム準備	 

	 

Ⅶ．視能訓練士の社会的地位の向上に関すること	 

１．倫理規程の公示	 

２．定款施行規則の見直しと検討	 

３．需給状況改善に向けた活動	 

新入会員（新規免許取得者）における就職状況の検討	 

	 	 	 単位視能訓練士あたりの診療報酬調査の実施	 

４．視能訓練士の職業倫理高揚と業務への責任喚起	 

	 

Ⅷ．内外関係諸団体との提携交流に関すること	 

１．国内関係諸団体との相互の協力について交流を密にする	 

(1)	 監督官庁（内閣府）及び関係官庁（厚生労働省・文部科学省）へ、本協会の現況に

ついて連絡交流を図る	 

(2)	 関係諸団体と相互に協力し、提携交流を図る	 

1)	 研究諸団体（日本眼科医会・日本眼科学会・日本弱視斜視学会	 

日本眼光学学会・医療研修推進財団・国際医療技術財団（JIMTEF）・日露	 

医学医療交流財団他）との学術向上の為の提携交流を図る	 

2)	 医療技術者21団体協議会・東京都医療従事者ネットワーク連絡会に参加	 

し、医療技術者団体間での交流を図り、医療技術者の相互理解を深める	 

3)	 国民医療推進協議会への参加	 

２．国際交流と協力	 



(1)	 国際視能矯正代表者会議、年次総会に出席、および	 第12回国際視能矯正学会におけ

る教育フォーラムの運営を行う	 

	 	 	 2012年国際視能矯正協会(IOA)理事会	 

	 	 2012年	 6月23日（土）：カナダ	 トロント	 

	 	 	 	 第12回国際視能矯正学会（IOC）・年次総会	 

2012	 年	 6	 月	 26日(火)～29	 日(金)：カナダ	 トロント	 

(2)	 アジアとの協力（特にタイ国への医療技術提供を促進）	 

(3)	 JIMTEF	 事業への協力	 

 


